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研究主題 

「自ら学び，磨き合い，自分の思いを実現していく子どもの育成」 

         ～主体的・対話的で深い学びを意識した学習を通して～ 

めざす児童像 
  「自分の課題をもち，主体的に追究活動を行う中で，友達と協力して話し合い，課題解決に 

向けて試行錯誤しながら，自信をもって自分の思いを表現することができる子ども」 

 

 

 

＜新学習指導要領の改訂のポイント＞ 
○未来社会を切り開くための資質・能力を一層

確実に育成 

○社会に開かれた教育課程を重視 

○知識及び技能の習得と思考力，判断力，表現

力等の育成のバランスを重視 

○知識の理解の質をさらに高め，確かな学力を

育成 

○道徳教育の充実や体験活動の重視，体育・健

康に関する指導の充実 

○知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主

体的・対話的で深い学び」 

○各学校におけるカリキュラム・マネジメント

の確立 

 

 

 

＜学校教育目標の具現化＞ 

 

い・・・意欲をもって学ぶ子 

学力グングン 

な・・・仲良く協力する子 

心ホカホカ 

さ・・・最後までがんばる子 

元気モリモリ 

 

○物怖じせずに堂々と自分の考えを語る 

○協力して話し合い，課題を解決する 

○主体的に発信や実践を行う 

児童の実態から 今日的な教育の動向から 

 

 

 

 

○２１世紀の社会像としての「知識基盤社会」

についての認識を継承する。 

○グローバル化や情報化をはじめとした社会の

加速度的な変化に向き合う姿勢。 

○知識の量を問うだけでなく，身に付けた知識

を活用していく資質や能力。 

○多様性を尊重する姿勢，持続可能な社会づく

りに向けた態度，リーダーシップやチームワ

ーク，感性，優しさや思いやりなどの人間性。 

 

→２１世紀を担う子どもたちに必要な能力を

身に付けさせる。 

社会の要請から 
 

 

 

 

Ｈ12 単元開発，学習課程の研究 

生活科・総合の研究スタート 

 

Ｈ15 省エネ共和国建国 

 

Ｈ21  九州小学校生活科・総合的な学習の時間

研究大会開催 

 

Ｈ24 長崎市・県指定生活科・総合的な学習の

時間研究発表 

 

Ｈ27 長崎市指定研究「学力向上」研究発表 

これまでの研究の歩みから 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 研究の重点内容 

 

カリキュラム・マネジメント 
・PDCAのサイクルで改善 

・「スタートカリキュラム」の作成と実践 

・各学年での「なめらかなスタート」 

・校務分掌「カリキュラム・マネジメント担当」 

・各教科等の単元構想の作成演習 

不断の授業改善 

・生活科・総合的な学習の時間の研究成果を他

教科・領域へ 

・研究授業だけにとどまらない授業公開 

・習得する授業場面と探究する授業場面 

・見方・考え方を意識した授業づくり 

・授業実践を通して教師の力を高める 

学びのインフラ整備 

・学習規律は徹底、継続して指導 

・キーワードは「そろえる」 

・学力ぐんぐんタイムを組織的に運用 

・家庭学習の充実 

・ノート指導や板書の申し合わせ 

校内研修の充実 

・ワークショップ型研修スタイルの継承 

・主体性，協働性，創造性を重視 

・子どもと共に探究する教師 

主体的・対話的に深く学ぶ教師 

 

各教科、領域の年間指導計画を作

成するだけでなく，PDCAのサイク

ルで改善を重ね，本校の強みである

生活科・総合的な学習の時間を核と

して内容や学び方を関連させてい

ます。 

また，作成を通して１年間を「俯

瞰」し，内容の系統性や関連を捉え

ることができるようにしています。 

学期ごとに見直しを行い，朱入り

のものと打ち替えたものを重ねて

保管し，次年度へ引き継ぎます。 

昨年度末に作成した「０次案」を見直しのために 1学期末に朱書きした

3年生のカリキュラム表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１年生の「スタートカリキュラム」の作成

と実践を行いました。特に入学式から運動会

が終わるころまでの期間は詳細なものを作

成することができました。また，入学式後の

1週間は朝の会を学年で行うことで，なめら

かなスタートを切ることができました。さら

に 1時間目は生活科，国語科，音楽科をモジ

ュールとして扱い，弾力的な運用にチャレン

ジしてみました。 

15分間×３のモジュール 

1年生のスタートカリキュラム 

 

これまでの生活科・総合的な学習の時間の研究成果を他教科・領域へも広げ，単元構想や単位時

間の授業を「主体的・対話的で深い学び」の視点で見直すことにより，よりよい授業にしていくこ

とを目指して授業実践を重ねてきました。 

全体で参観・協議する研究授業だけでなく，同学年や隣接学年で気軽な雰囲気で互いの授業を見

せ合うことができるのは本校の伝統的なよさです。 

「主体的・対話的で深い学び」はそれぞれ独立したものではなく一体のものとして考えています

が授業を構想したり，協議したりするときはそれぞれの視点から捉えるようにしています。 

また，一単位時間の授業で全ての学びが実現されるものではなく，単元や題材など内容や時間の

まとまりの中で学習を見通したり，振り返ったりする場面をどこに設定するか，対話する場面をど

こに設定するかなど意図的・計画的に考えなければならいことから，授業改善と単元構想，カリキ

ュラム・マネジメントは切り離せないものであると考えています。 

「主体的・対話的で深い学び」の視点は，特定の学

習・指導の型や方法の在り方ではなく，習得・活用・

探究の学習過程全体を見通した不断の授業改善の視

点です。本校には，これまでの「生活科・総合的な学

習の時間」の研究で培われた「いなさの学び」があり

ました。これは一単位時間の学習過程の工夫，学習

規律の徹底，学習意欲の喚起・継続，学習成果や振り

返りの共有，発信といった学びの場面を位置付けた

ものです。本研究は，この生活科・総合的な学習の時

間の「いなさの学び」を他教科へ広げるということ

へのチャレンジであると考えています。 

「主体的・対話的で深い学び」はそれぞれ独立した

ものではなく一体のものとして考えていますが，授

業を構想したり協議したりするときはそれぞれの視

点から捉えるようにしています。 

また，一単位時間の授業で全ての学びが実現され

るものではなく，単元や題材など内容や時間のまと

まりの中で学習を見通したり，振り返ったりする場

面をどこに設定するか，対話する場面をどこに設定

するかなど意図的・計画的に考えなければならない

ことから，授業改善と単元構想，カリキュラム・マネ

ジメントは切り離せないものであると考えていま

す。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より主体的に 

今年度の実践の多くが単元を通した課題を設定し

たり，学習計画を立てたりすることで見通しをもっ

て取り組めるように工夫したものになっていまし

た。たとえ何年生になったら何をするというのがわ

かっていたとしても，それをしっかり自分事，自分

の思いにするということが大切であると考え，単元

の導入などでは児童に課題意識や必要感をもたせる

ことを意識しています。 

また，子どもたちが自分自身をしっかり見つめて

いく力、自分の高まりをしっかり捉える力は主体的

な学びにつながっていると考え，「振り返り」を大切

にしています。単位時間ごとに振り返りをすること

は定着してきましたが，単元のまとまりごと，学期・

年間など長いスパンでの振り返りについては今後取

り組んでみたい課題であります。「継続・蓄積」を合

言葉に検討を始めているところです。 

単元を構想する際には，どの時間にどんな話題で

対話させるのかを十分吟味するように心がけていま

す。ただ対話させるのではなく，子どもが対話を求

める状態にすることを意識して授業づくりをしてい

ます。子どもは，自分の考えに不安があるときや他

との考えにズレを感じたときなどに対話を必要とす

ることが授業研究を通してわかってきました。 

また，対話的な学びには３つの価値があると言わ

れています。 

①多くの情報を得ること 

②対話から新たな知を構築する，考えを構築し

ていくこと 

③生きて働く知識や技能の習得，汎用的な知識

に高めていくこと 

 「何が何でも対話を」ということではなく，この

ような対話の「要件」や「価値」を意識しながら単元

の中に意図的・計画的に活動を設定するようにして

います。 

より対話的に 

より深い学びへ 

「深い学び」のカギは教科等の「見方・考え方」であると言われます。 

イメージとしては… 

各教科等で，その教科ならではの「見方・考え方」を身に付けるだけでなく，答えのない課題に直

面した時，頭の引き出しから，それまでに教科等で身に付けてきた見方・考え方を自在に取り出した

り，戻したりなど試行錯誤しながら，自分なりの解決策・答えにたどり着く。このような学びではな

いでしょうか。 

本校では，カリキュラム・マネジメントや単元構想とも関連させ，単に教科等の内容だけではなく，

他教科等で学んだどんな「力」が授業場面のどこで発揮されているかということを意識するようにし

ています。今年度はこの「見方・考え方」を授業者が単元構想や単位時間の授業の中でより意識でき

るように取り組んでみました。 

見方・考え方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では平成１８年度から鳴門教育大学（当時）の村川雅弘教授の御指導を仰ぎ，ワークショップ

型の研修を取り入れています。 

＜ワークショップ型研修のメリット＞ 

 

 

 

 

 

全職員が「主体的・協同的・創造的に参加する研修」 

～子どもと共に探究する教師～ 全職員が「主体的・協働的・創造的に参加する研修」 

～子供と共に探究する教師～ 

主体性 協働性 創造性 

参加者全員が主体的に参加

し，多面的な気付きや考え

を積極的に出し合うことが

できる。 

参加者が成果や課題，改善

の仕方などについて共有し

合い，互いの実践に生かす

ことができる。 

具体的なアイディア・方法

を出し合い，よりよい授業

づくりや指導に反映させる

ことができる。 

 

本校では，学習を支える学習規律や学習環境などを「学びのインフラ」と呼んで充実を図ってい

る。学習規律については６年間を切れ目なく徹底・継続して指導し、次の学年へつなげることを意識

しています。また，全校で「そろえる」ところは確実にそろえ，組織的な取組になるようにしていま

す。 

学習環境 
 

身構え・心構え 

もの からだ こころ 

 

ノート指導 
 

よいノートづくりの奨励 

学力ぐんぐんタイム 
 

アシストシート，単元問題の活用 

家庭学習 
 

全校一斉金曜宿題 



 

成果と課題 

成果 

課題 

教師 児童 

「よりよい授業をしよう」と授業

改善を図るきっかけになった。 

（職員アンケート１００％） 

「ねらい・めあて・まとめ」を

意識して学習を組み立てること

ができるようになってきた。 

（職員アンケート１００％） 

念願のスタートカリキュラムが

でき上がった。カリキュラムの

見直しと次の学年への引継ぎの

素地づくりができた。 

めあて–まとめの連動の意識 

タイムマネジメントの大切さを自覚 

振り返りをする時間の確保 

めあて達成のための糸口になる

ように見通しを設定することが

難しい。 
考えの根拠を発言者に問い直し

ていき，根拠をもとにしてグル

ープの意見をまとめることが困

難である。 

内容がもりだくさんになりすぎ

て時間のやりくりがうまくいか

ないことがある 

個人差のある気づきの質を高める

言葉かけや手立てを模索してい

る。（職員アンケート９２％） 

各教科の特質を見極めて「本時の

指導」にあまり反映できていな

い。（職員アンケート６７％） 

振り返りでただの感想（うれしかっ

た）だけだったものが内容にふれて

わかったことやできるようになった

ことなど具体的になってきた。 

グラフや図表からわかることを

文章にしているか，文章の内容

を見直すことで，自分の考えが

よく伝わるように書くことがで

きた。 

 

友達の考えを聞いて質問や意見を

言える子どもたちが増えてきた。 

自分の考えを順序立てて説明す

ることがまだ弱い。 

グラフや図表からわかるこ

とを文章にしているか，文

章の内容を見直すことで，

自分の考えがよく伝わるよ

うに書くことができた。 

 

 

人任せにせず，自分の考えをもつよ

うになりつつある。 

 

 

「学び合い」過程での情報交換は

できるが，まとめる等の学び方が

まだ育ってきていない。 

 

児童観察や教師へのアンケート調査、全国学力・学習状況調査の児童質問
紙の結果などから総合的に判断すると、次のような成果と課題が明らかに
なりました。（＊は、全国学力学習状況調査質問紙より。全国平均との比較。） 


